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平成26年10月1日発行

広島県地域リハビリテーション広域支援センター 

医療法人光臨会 荒木脳神経外科病院 

荒木訪問リハビリテーション 

〒733-0821 広島市西区庚午北2丁目8-7 
TEL    082-527-1123 
FAX    082-527-1127 

 秋晴れの候、ますます御健勝のこととお慶び申し上げます。平素は格別のご高配を賜

り、厚くお礼申し上げます。 

 

 この夏は広島の土砂災害により今なお復興活動が続いております。被災された方々へ心

より御見舞を申し上げますと共に、一日も早い復興を御祈り申し上げます。 

 

 この度の荒木訪問リハビリ通信では、実際に利用者様が作られた作品を紹介していま

す。思うように手が動かない方もそれぞれで工夫をされ、完成した作品を笑顔で見せて

下さいました。 

 今後もその人らしい生活を支援していけるように日々精進していきたいと思います。

どうぞこれからも御指導・御鞭撻いただけますよう、よろしくお願い致します。 

 

リハビリテーション部 中村 翔 

今回は芸術の秋という事で、利用者の皆様が普段

作られている作品をご紹介したいと思います。 

いつも笑顔で出迎えて下さるH様。 

要介護５の認定を受けていても、季節

に応じた作品を一緒に創作しています。 

H様のベッド横にはたくさんの作品が

溢れています！ 
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           ご自宅で皆様が楽しく活き活き

と生活できるように、お手伝い

できればと思います。 

最近は、園芸に興味がありま

す。園芸だけでなく、生活の

知恵も教えて下さいね！ 
よろしくお願いします。       

       

日々ご利用者の皆様の生活に触

れさせて頂く中で、発見が多く

勉強させて頂いております。ま

た、いつもご利用者様、ご家族

様の笑顔に、元気を貰っており

ます。私も「元気に楽しく」を

モットーに頑張りますので、よ

ろしくお願い致します。 
理学療法士 

上野 朝子 

理学療法士  

竹中 久美子 

理学療法士 

長澤 由季 

今年1月より入社しました。 

出身は愛媛県です。 

小学生2人の子育てと仕事

を両立させて頑張ってい

きます。 

よろしくお願いします。 

フットサル、スノボ、登山、

マラソン、スポーツ観戦、旅

行などアクティブに活動中！  

「心が動けば、体は動く」と

いうように、みなさまの気持

ちが前向きになれるようにお

手伝いできたらと思います。 

荒木脳神経外科病院には、

60数名のリハビリ療法士が

在籍し、脳卒中の急性期か

ら在宅生活まで一貫したリ

ハビリテーションを実施し

ています。これからも、地

域の『医療と介護』の懸け

橋となるべく療法士一同精

進していきます。 

理学療法士 

  中村 翔 

部長 副主任 

作業療法士 

今田 直樹 

   

右に麻痺が残ったＫ様。もともとデザイン関係のお仕事に就かれており、 

利き手とは逆の左手でこんなに素敵な似顔絵を描いて下さいました。 

しかも鉛筆1本で！本当にすごいです！！ 

「割かし似とるじゃろ？」と笑顔で作品を見せて下さったK様の表情が 

本当に素敵でした。 

デイケアやご自宅で 

作品作りを楽しまれています♪ 

もともと水墨画などが趣味だっ

たT様。 

左に麻痺があっても、水彩色鉛

筆を使って奥様と一緒に完成さ

せて下さいました♬ 

繊細な色遣いが素敵ですね！！ 

左に麻痺があるH様。 

それでも、絵を描いたり自

主トレーニングを行うなど

して、両手を使用する機会

を持つようご自分でも努力

をされています。 
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 毎年小さな花が咲くカモミール。「乾燥させると芳香剤となるよ。」と

教えて下さいました。 

 カモミールは、ギリシア語で「大地のリンゴ」という意味があります。

リンゴのような甘酸っぱい香りがします。 

 「今の涼しい時期だからできるけど、中腰で花を摘む事は、意外としん

どいんですよ。でも、これもリハビリです。」と話してくださいました。 

「いろどり」コーナーでは、作品や生活の工夫など皆様の生活にいろどりをつけている 

  物・事を募集しています。 

  皆様の“いろどり”を教えて下さいね♪♪ 

募集 

調理時の一工夫 
 左片麻痺のあるM様。旦那様の協力を得ながら長年調理をされています。 

片手で調理をする際の一工夫を教えて下さいました。 

 

 ☆スライサー …  薄く野菜を切ることが出来ます！！ 

         使う時のコツとして、スライサーが動かない 

         ように調理台の壁に当てて固定されています。 
 

 ☆濡れ布巾 …  ①滑り止めマット②重石の代わりになります！！ 

         布巾の形を変えたり、置き場所次第で 

         左手の代わりになります！ 
 

 

 

                          食欲の秋！ 

                          皆様のペースで工夫をしながら 

         チャレンジしてみませんか？！ 

世界に一つだけのカゴバック！！ 

グル―ガンやレースを使って 

アレンジされました。 

お一人で外出できるようにな

ることを目標に訪問リハビリ

を開始されたS様。 

今ではフラワーアレンジメン

トの教室に通われたり、 

お孫様や娘様のためにこんな

にオシャレなカゴバックを 

作られています！！ 
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 今回、専門職として派遣された目的は、避難所生活を余儀なくされている方の生活不活

発病を予防することでした。 

 生活不活発病とは、身体を動かさない状態が続くことで生活機能全体が低下することを

言います。その為、障がいのある方・活動性が低下している方などに対して、生活不活発

病予防・改善の観点からリハビリ専門職としての支援を行ってきました。 

 

 今後も長期的支援が必要のため、継続して協力していきたいと思います。 

 この度、広島県地域リハビリテーション広域支援センターに指定を受けている当院は

県から委託を受けて災害支援活動に参加してきました。 

派遣時の被災地の様子 

体育館での個別リハビリ 教室での集団体操 

他職種との情報交換 医師を含めたラウンド 

 


